















学位授与年月日 平成 14 年 9 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科情報システム工学専攻








































エクト・プレイン(映像データの基本単位、 MPEG- 1I2 のフレームに相当)を最適なビデオパケットに分割すること
によってデータパーテイシヨニング及びリバーシブ、ル可変長符号化実施時の冗長情報量による符号化効率の低下を
抑制しつつ、効果的なエラー耐性が得られる。これにより、端末の使用環境やアプリケーションに適したツールの活
用が可能となる。
(2)電子透かしを利用したエラー検出方式
電子透かしを利用してマクロブロックの特徴情報(チェックマーカ)を離散コサイン変換係数に埋め込むことによ
ってエラー検出能力を向上させる新しい方式について提案し、その有効性を検証している。提案方式では、復号器側
で、チェックマーカのシンタックスと復号されたマクロブロックにおける離散コサイン変換係数のゼロラン数とレベ
ルを比較するだけで、大幅にエラー検出率を向上させることができる。また、チェックマーカ埋め込みによる画質の
劣化は、ポストフィルタリングにより改善され、実用上問題ないことを確認している。さらに、本方式は MPEG-4
ビデオ符号化との互換性を保持しており、本方式に対応しない復号器でもわずかな劣化を伴うだけで復号可能となる。
しかも、本方式の特長により、チェックマーカの埋め込みやエラー検出に関する処理量が少ないため、低消費電力及
び低演算量が要求されるモλイル端末への実装に有用である。
(3)電子透かし法によるエラー検出能力の向上
離散コサイン変換係数の特徴だけで、なくマクロブロックヘッダ情報や動きベクトル情報の特徴も抽出し、これらを
チェックマーカとして離散コサイン変換係数に埋め込むことによってエラー検出能力をさらに向上させる改良方式
を考案している。改良方式は、従来方式と比較して、エラー検出能力が向上し、かつ従来のポストフィルタを適用す
ることによってチェックマーカが画質に与える影響が軽減できることを碓認している。また、本方式は、 MPEG-4 ビ
デオ符号化との互換性を保持するだけでなく、チェックマーカの埋め込み及びエラー検出に関する処理量が少なく、
大容量のバッフアメモリやストレージを必要としないため、動画像のリアルタイム伝送に適した方式であり、モバイ
ル端末に適用可能な高性能エラー検出方式である。
以上のように、本論文は動画像移動通信における新しいエラー検出方式に関して多くの有用な研究成果をあげてい
る。特に、動画像移動通信及びインターネットアクセスによるリアルタイム動画像伝送におけるエラー検出方式の実
用化に寄与するところが極めて大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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